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朝来市が大切にしてきた「参画と協働によるまちづくり」を継承・ 発展させ、
誰もが支え合い活躍できる、誰一人取り残されない社会の実現を目指します。
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第3次総合計画の期間は、令和4(2022)年度から令和11(2029)年度までの8年間です。

第3次朝来市
総合計画改訂版の
全編はこちらから

将来像を実現するために、
6つのまちの姿を目指し、35施策を推進します。

　

ありたいまちの姿将来像

令和11（2029）年

26,300人

令和32（2050）年

Asago Well-being
Indicator

20,000人

人口指標

朝来市民の
幸福度

令和3（2021）年

57.0%

令和11（2029）年

61.0%

施　策

「やりたい」につなが
る多様な学びで、未来
をつくる「人」を育む

人と自然が共生しなが
ら地域で循環する産
業を確立する 

多様なつながり・交流
を育み、地域力をより
高める

誰もが居場所や役割
を持ち、健幸で心豊か
な暮らしを実感できる

市民の暮らしを支える
安全・安心な都市基盤
を持続する

まちの動きや情報を戦
略的につなぎ、効率的
で健全な行財政運営
を実現する
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シビックプライドと未来をつくる力を育む人材育成の充実
生きる力を育む幼児教育・学校教育の推進
多様な学びを支える教育・学習環境の整備
まちにも活きる生涯学習・スポーツの推進
多様性を尊重する人権文化の醸成
豊かな心を育む芸術文化の振興
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内発的な経済循環と多様な働き方の創出
まちの力になる観光の振興
時代にあわせた農畜産業の振興
自然を守り活かす林業の振興
人の営みとともにある自然との共生
地域の誇りとなる歴史文化遺産の保存・活用
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市民力を高める協働のまちづくりの推進
多様な人がつながる地域コミュニティの充実
まちの仲間になる移住定住の推進
まちを応援する関係人口の創出
未来につながる多文化共生の推進
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一人一人が地域とつながる地域共生社会の実現
地域みんなで安心できる子育て環境の充実
いつまでも自分らしく活躍できる高齢社会の実現
障害のある人の居場所と役割がある自立支援の充実
安心できる医療体制の充実
こころとからだが幸せになる健幸づくりの推進
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自然を守り暮らしと産業を創造する土地利用の推進
日頃からみんなで備える災害に強いまちづくりの推進
暮らしを守る防犯・交通安全の推進
生活基盤の持続可能な維持管理・確保
暮らしを支える上下水道の維持管理・運営
地球に優しいエネルギーと資源の循環の推進
暮らしを豊かにする公共交通の確保
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対話による開かれた広聴の充実
伝えたいところに届く戦略的な情報発信の推進
効果的かつ効率的な行財政運営の推進
市民とともにある職員の育成・組織力の強化
広域行政組織等団体との連携の推進
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わたしは、やりたいことに
チャレンジしている

●やりたいこと
　（趣味・学び・活動・仕事等）がある 
●やりたいことに向けてチャレンジ
　（準備・実行等）している
●日々の暮らしで生きがいを感じている

わたしたちは、
誰かとのつながりを感じながら

暮らしている

●自分のことを大切に
　思ってくれる人たちがいる
●頼れる人（家族・友人・地域の人等）がいる
●自分の居場所や役割がある
　（家庭・地域・職場等）

前期を経た現状の課題
第3次朝来市総合計画では、市民の幸福度を令和4（2022）
年度比で4％高めるべく取組を進めてきましたが、幸福度は低
下しています。2050年の人口2万人を維持する目標も、令和2
年国勢調査を踏まえると当初の予測より減少が進んでいます。

※人口指標目標値：平成27年国勢調査結果に基づき算出した推計値を元に
設定※人口指標直近推計：令和2年国勢調査結果に基づき算出した推計値
※政策指標実績値：令和7（2025）年度実施の市民アンケート（どの程度幸せ
を感じているか）結果より

組み合わせ
掛け合わせ

組み合わせ
掛け合わせ

環境づくり

自分らしい生き方・
暮らし方が実現できる

共働きや核家族、兼業や副業などライフ
スタイルや働き方が多様化しています。仕
事もプライベートも充実し、自分らしい生
き方や働き方ができる環境をつくります。

地域で
遊ぶ・知る・学ぶ

機会づくり
朝来市には豊かな自然環境のほか、地
域や暮らす人にも魅力があります。こど
もも大人も、多様な世代が身近な地域
で遊び、知り、学ぶ機会をつくります。

いろんな世代・属性・ジェンダー・国籍の
人々も暮らすようになり、価値観も多様
化してきました。気軽に集い、ゆるやかに
つながることができる場をつくります。 組み合わせ

掛け合わせ

朝来市にはさまざまな地域や市民の活動、
関連する行政施策があります。地域・世代・
分野・立場を超えて、まちの活動やみんな
の想いがつながる仕組みをつくります。

仕組み

まちの活動や
みんなの想いがつながる

場づくり
様々な人がつながる

人と人がつながり幸せが循環するまち
～対話で拓く朝来市の未来～

小さなことでも自分のやりたいことが実現できたとき、人は幸せを実感します。

誰かの役に立ったり、困ったときに頼れる人がいたりすることで、次のチャレンジに向かう勇気がわいてきます。

一人一人の幸せを育み、互いに響きあうことで、

「人と人がつながり幸せが循環するまち」の実現を目指します。
政策指標の現状

（令和４（2024）年度市民アンケート）

①さらなる市民参画の強化
市民アンケート結果からも、やりたいことにチャ

レンジして社会とつながりを感じて暮らしてい

る市民ほど、幸福度が高いことが明らかになっ

ています。市民一人ひとりの幸福度を高めるた

め、より対話の機会を増やし、市民参画を強化

していきます。

②若者視点からの施策の見直し
幸せが循環するまちを将来世代に引き継いでい

くためには、若者がこのまちで自らの未来に夢

と希望を描き、生き生きと暮らせる環境を整え

ることが重要です。改訂にあたって、施策全般

を若者の視点から見直し、あらゆる世代が住み

続けたいと感じられる朝来市を目指します。

20代を対象とした対話や、あさご未来会議などの市民との対話を通して策定しました。

改訂のポイント

人口指標

目標値

直近推計

20,000人

19,500人

▲500人

2050年の推計人口
政策指標
市民の幸福度

65.0
（％）

55.0

50.0
令和3
（2021）

令和4
（2022）

令和5
（2023）

令和6
（2024）

令和11
（2029）

（年）

60.0 57.0 56.0
56.0

53.7

目標値
61.0%

朝来市が目指す将来像

若者視点の取組・
連携イメージ

①

⑥

③

⑤

② ④

自己実現と成長 人や社会とのつながり
④自分のことを
　大切に思ってくれる
　人たちがいる
⑤頼れる人がいる
⑥自分の居場所や
　役割がある

①やりたいことがある
②やりたいことにむけて
　チャレンジしている
③日々の暮らしで
　生きがいを感じている

幸福度：高（7-10)
幸福度：中（4-6)
幸福度：低（0-3)
朝来市平均

達成度を測る
モノサシ（政策指標）

市民の幸福度
＝


